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０．はじめに（大丸有地区・周辺地区環境交通推進協議会とは） 

①大丸有地区・周辺地区環境交通推進協議会の取組み概要①大丸有地区・周辺地区環境交通推進協議会の取組み概要 
 ●対象エリア……ＪＲ東京駅を中心とする、大手町・丸の内・有楽 

町地区（大丸有地区）とその周辺地区            町地区（大丸有地区）とその周辺地区 
 ●取組み概要……電気自動車、ＨＶバス、さらには自転車など複

数の環境交通に係るメニューを総合的に実施し、「誰もが身近に
れる 体験 きる環境交通 構築を 指 「環境 デ 都見られる、体験できる環境交通」の構築を目指し、「環境モデル都

市・千代田」の実現に寄与することを目的に協議会を設立。 
【大丸有地区】 【神田地区】 【大丸有地区】 

【秋葉原地区】 
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②大丸有地区 周辺地区環境交通推進協議会会員

０．はじめに（大丸有地区・周辺地区環境交通推進協議会とは） 

②大丸有地区・周辺地区環境交通推進協議会会員

 ●会 長：高橋洋二（日本大学総合科学研究所教授） 

●副会長 水 雅晴 ●副会長：水口雅晴（大手町・丸の内・有楽町地区再開発推進協議会） 

 ●会 員：日本大学、法政大学、専修大学、神田駅西口商店街

振興組合、秋葉原タウンマネジメント株式会社、大手

町・丸の内・有楽町地区再開発計画推進協議会、国土

交通省関東地方整備局、東京国道事務所、東京都、

千代田区、首都高速道路株式会社、ＮＰＯ法人大丸有

エリアマネジメント協会、株式会社日の丸リムジン、三

菱商事株式会社（順不同） 菱商事株式会社（順不同）

 ●事務局：㈱エックス都市研究所（事務局長）、ランドブレイン㈱ 
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０．はじめに（大丸有地区・周辺地区環境交通推進協議会とは） 

③電気自動車・ＨＶバス・自転車・急速充電器の活用など総合③電気自動車 ＨＶバス 自転車 急速充電器の活用など総合
的な環境交通社会実験の概要と成果 

実験の成果
を踏まえ
H22年 月H22年３月
よりEVによ
るコミュニ
ティタク

シ 「ゼシー「ゼロ
タクシー」
の運行を開
始、千代田
区もEVカ

無料ＨＶバス丸
の内シャトルの
持続的運行 

区もEVカー
シェアリン
グ事業を開

始  
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大丸有地区４ヶ所に急速充電器を戦略
的に設置  

【平成21年度第１次社会実験概要】

１．昨年度実施したコミュニティサイクル社会実験概要 

【平成21年度第１次社会実験概要】

実施 
期間 

期間 9/29（火）～10/12（月） 
計13日間 

●外資系ホテル（ザ・ペニン
シュラ東京など）を中心に

運営時間 10：00～13：00 
14：00～17：00 

施設 自転車台数 18台

シュラ東京など）を中心に、
ホテル利用者を対象とした
レンタサイクル（㈱日の丸リ施設 

規模 
自転車台数 18台 
ポート数 ７箇所 

料金体系 無料 
初期 登録方法 webモニタ 登録

タ ク （㈱ 丸リ
ムジン）を展開していた。 

●更なる利用を促進するため、
れら ト クを活用し初期 

登録 
登録方法 webモニター登録

管理 管理方法 有人管理 

これらストックを活用し、マ
ルチポート型コミュニティサ
イクルを実施

貸出・返却
の管理 

管理表の記入 

集中管理 － 

イクルを実施。 
●同時に、循環バス、電気自

動車など総合的な環境交集中管

料金収受 － 
機器 自転車車両 軽快車 

ラック 平置き

通社会実験を実施。 
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ラック 平置き 



１．昨年度実施したコミュニティサイクル社会実験概要 

延べ利用回数 135回 
１日平均利用回数 10 4回/日
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１日平均利用回数 10.4回/日
回転率 0.58回/台・日 

【平成21年度第２次社会実験概要】

１．昨年度実施したコミュニティサイクル社会実験概要 

【平成21年度第２次社会実験概要】

実施 
期間 

期間 1/16（土）～2/14（日） 
計10日間（土日のみ） 

運営時間 11：00～15：00
施設 
規模 

自転車台数 40台 
ポート数 ８箇所規模 ポ ト数 ８箇所 

料金体系 無料 
初期 
登録

登録方法 webモニター登録 
（＋ 一般利用者）登録 （＋ 一般利用者）

管理 管理方法 有人管理 
貸出・返却

管理
管理表の記入 ●四ツ谷駅・秋葉原駅・有楽

の管理 
集中管理 － 
料金収受 － 

駅 秋葉原駅 有
町等鉄道駅周辺にサイクル
ポートを設置 

●貸出 返却の手続きは学生
料 受

機器 自転車車両 軽快車/電動アシスト
自転車/子供用自転車 

ラック 平置き（一部簡易型

●貸出・返却の手続きは学生
などスタッフが実施 

●利用料金は無料
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ラック 平置き（ 部簡易型
ラック） 

●利用料金は無料



１．昨年度実施したコミュニティサイクル社会実験概要 

▲市ヶ谷駅近くの公園に設置したサイクルポート ▲サイクルポートの一部に設置した簡易型ラック（秋葉原駅） 

延べ利用回数 222回 
１日平均利用回数 24.4回/日 
回転率 0 61回/台 日
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回転率 0.61回/台・日

平均利用時間 132分/回 
▲利用者に配布したサイクルマップ 

●千代田区内だけでな

１．昨年度実施したコミュニティサイクル社会実験概要 

●千代田区内だけでな
く、日本橋、お台場、
新宿駅、浅草寺方面
など広域的な利用が
された。 

10 ▲平成21年度第２次社会実験における自転車走行軌跡データ（ｎ＝70件） 



【平成22年度社会実験の実施概要】

２．平成22年度コミュニティサイクル社会実験概要 

【平成22年度社会実験の実施概要】

実施 
期間

期間 10/25（月）～11/24（水） 計31日間 
運営時間 10：00～18：00期間 運営時間 10：00 18：00

施設 
規模 

自転車台数 39台 
ポート数 11箇所 

料金体系 登録料（一般300円、法人500円（３口まで可） 
利用料（１日券200円/３日（回）券500円/７日
（回）券1 000円/１ヶ月券4 000円）（回）券1,000円/１ヶ月券4,000円） 

初期 
登録 

登録方法 申込書記入/会員カード発行 
登録場所 各サイクルポート 

管理 管理方法 有人管理 
貸出・返却の管理 利用者カード/管理表への記入 
集中管理 ポート管理者がコールセンターへ連絡集中管理 ポート管理者がコールセンターへ連絡 
料金収受 現金 

機器 自転車車両 軽快車/電動アシスト自転車 
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ラック 平置き 

２．平成22年度コミュニティサイクル社会実験概要 
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▲店舗ののきさきに設置したサイクルポート ▲法政大学自転車駐車場の一部に設置したサイクルポート 
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▲神保町・古本屋隣の駐車場に設置したサイクルポート ▲貸出・返却の機能を代替して行った「本と街の案内所（神保町）」 

【運営体制】

２．平成22年度コミュニティサイクル社会実験概要 

【運営体制】 

コールセンター（サイカパーキング㈱） サイクルポート① コ ルセンタ （サイカパ キング㈱）

○利用者：社会実験に関する問合せ／サイク
ルポートの案内／利用時の故障や事故等 

○運営スタッフ（各サイクルポート）：貸出・返
却があった場合に連絡 

  ・利用登録申込書、身分証の確認 
サイクルポート② 

利用登録申込書、身分証の確認
  ・利用料金の徴収 
  ・貸出・返却時間／利用登録ＮＯ／自転車 

ＮＯの確認・連絡   ＮＯの確認 連絡 
  ・サイクルマップの配布／アンケート調査 
   票の配布 

・・・
・
・
・ 

大 有地 地 環境交通推進協議会 事務

サイクルポート⑪ 
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大丸有地区・周辺地区環境交通推進協議会 事務局



【周知ＰＲ 報道機関への情報提供】

２．平成22年度コミュニティサイクル社会実験概要 

【周知ＰＲ・報道機関への情報提供】
 
●大丸有地区・周辺地区環境交通推進協●大丸有地区 周辺地区環境交通推進協

議会ホームページの作成 
●区役所、サイクルポート設置場所へのポ

プスターの掲示、サイクルマップの留置き 
●関係機関によるホームページへの掲載 

○千代田区総合ホ ムペ ジ ○千代田区総合ホームページ
 ○千代田区観光協会ホームページ 

○サイクルポートを設置した法政大学、

▲区広報誌（10/5号） 

 ○サイクルポ トを設置した法政大学、 
  専修大学ホームページ 
●千代田区広報誌への掲載 

本経済新 （ ） 掲載●日本経済新聞（10/26）への掲載 
●市ヶ谷経済新聞（インターネット、10/15）

への掲載
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への掲載 

▲日本経済新聞（10/26） 

16 ▲周知用ポスター（区役所・出張所、各サイクルポート等へ掲示） ▲千代田区サイクルマップ（利用者等へ配布） 



３．平成22年度コミュニティサイクル社会実験結果 

利用登録申込状況１ 利用登録申込状況  １ 

■サイクルポート別利用登録申込者数 総申込者数：168人 

●大学関係や鉄道駅
直近のサイクルポー
トで利用登録申込がトで利用登録申込が
多かった。 

▲コミュニティサイクル利用登録申込書 
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▲コミュニティサイクル利用者カード 

利用実績状況２ ■平休別利用回数及び回転率

３．平成22年度コミュニティサイクル社会実験結果 

利用実績状況  ２ 

延べ利用回数 274回 

■平休別利用回数及び回転率 

１日平均利用回数 11.0回/日 

回転率 ０．３５回/台・日 

平均利用時間 118分/回 

■コミュニティサイクルの主な利用目的 ●観光・レジャー、買物・飲
■平均利用時間別構成比 食、業務等多様な目的で

利用され、利用時間は短
時間から長時間利用と時間から長時間利用と
様々であった。 

●特に平日で利用効率が高●特に平日で利用効率が高
く、学生やサラリーマン等
の足として利用された。 
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３．平成22年度コミュニティサイクル社会実験結果 

●約３割の方が別ポートへの乗捨て利用が行われ 鉄道の利便性●約３割の方が別ポ トへの乗捨て利用が行われ、鉄道の利便性
が高い都心部において、コミュニティサイクルの導入により、歩行
支援や回遊性の向上といった観点で利用された。

■乗捨て利用の構成比 ■利用ＯＤパターン 

■コミュニティサイクルを利用された理由■コミュニティサイクルを利用された理由 
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■サイクルポート別貸出・返却利用者数 

３．平成22年度コミュニティサイクル社会実験結果 

●利用者数は●利用者数は 
 ・専修大学隣児童遊園 
 ・法政大学外濠校舎駐輪場 

オアシス＠ kib ・オアシス＠akiba 

 と大学関係や近年再開
発が進んでいる秋葉原発 進 る秋葉原
駅直近のポートで多く
の利用があった。 

●特に 専修大学隣児童

■サイクルポート別回転率 

●特に、専修大学隣児童
遊園では、学生やサラ
リーマン（業務目的）等リ マン（業務目的）等
多様な目的でフル稼働
に利用された。 

20 ▲専修大学隣の児童遊園に設置したサイクルポート 



社会実験に対する評価３

３．平成22年度コミュニティサイクル社会実験結果 

社会実験に対する評価 ３ 

①①コミュニティサイクルの導入効果コミュニティサイクルの導入効果    

●行動範囲の拡大や新たな交通手段としての認識、既往交通手段
にない自転車利用（気軽に変更可能）としての効果が評価された。 

● ミ テ サイクルの利用は鉄道や 徒歩からの転換が中心●コミュニティサイクルの利用は鉄道や、徒歩からの転換が中心。
自己所有自転車からの転換は約２割と放置自転車の削減も寄与
することが期待 また コミュニティサイクルにより新たに行動が

■行動範囲が広がった ■交通手段の選択肢が増えた ■他の交通手段に

することが期待。また、コミュニティサイクルにより新たに行動が
発現した利用者が若干確認された。 

■コミュニティサイクルが無かった場合の移動手段 
はない楽しみ・発
見がある 
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②②社会実験全体 対する満足度評価社会実験全体 対する満足度評価

３．平成22年度コミュニティサイクル社会実験結果 

②②社会実験全体に対する満足度評価社会実験全体に対する満足度評価  

■全体評価 ●地域（店舗、大学、神社など）との連携によるコ
対する 者 全体評価ミュニティサイクルに対する利用者の全体評価

としては約６割の方が概ね満足した結果となっ
たた。 

●実際に運営に関った方々の意見としては、 

○もっと長く実験を実施すれば もう少し利用○もっと長く実験を実施すれば、もう少し利用
者が増えたのではないか。 

○千代田区において、交通渋滞の解消や環境 ■本格実施した場合 
の利用意向

○千代 区 お 、交通渋滞 解消や環境
問題等に対する効果も期待できるため、定
着すれば素晴らしいと思った。  など 

の利用意向 

●地域としては、サイクルポートが１つの拠点とし
て、新たな賑わい・交流を生み出す手段として
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期待されていることが確認された。 



③③利用登録など貸出・返却の手続きに対する評価利用登録など貸出・返却の手続きに対する評価

３．平成22年度コミュニティサイクル社会実験結果 

■利用登録のし易さ 

③③利用登録など貸出・返却の手続きに対する評価利用登録など貸出・返却の手続きに対する評価   

□貸出・返却の手続き（主体）…サイクルポートを設
置した店主 施設関係者 学生等置した店主、施設関係者、学生等
□手続き内容…利用登録申込書の記入、利用者
カードの発行、料金徴収、コールセンターへの連絡発行、料 徴収、 タ 連絡

●利用登録や貸出・返却のし易さは、利用者から
概ね好評であった。一方で、実際に運営に関っ

■貸出・返却のし易さ 

た方々からは、日常業務と兼務した中で今回の
運営に関わったため、利用登録手続きの事前登
録などのニーズが挙げられた録などのニーズが挙げられた。

●地域との連携したコミュニティサイクルを実現す
るためには、利用料金の徴収や自転車の管理だるためには、利用料金の徴収や自転車の管理だ
けに限定するなど、より簡素化したシステムの構
築や、運営の一部について「本と街の案内所」等

等が 組 策
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ＮＰＯ法人等が関与する仕組みも有効な方策と
して考えられる。 

④④サイクルポ ト設置場所 数に対する評価サイクルポ ト設置場所 数に対する評価

３．平成22年度コミュニティサイクル社会実験結果 

④④サイクルポート設置場所・数に対する評価サイクルポート設置場所・数に対する評価    

□実験エリア……千代田区の中でも商店街、古本屋街、大学等 
多数集積する神田駅・秋葉原駅・神保町駅周辺          多数集積する神田駅・秋葉原駅・神保町駅周辺 

□サイクルポート……店舗、大学、神社など11箇所 

●利用者の評価としては、「便利だった」と回答した方が３割と低●利用者の評価としては、 便利だった」と回答した方が３割と低
く、鉄道駅周辺などに設置して欲しい意見が多かった。 

●地域と連携しポートを設置するためには、地元など多様関係者

今 設置 たポ 外 必 思う場所ポ 設置場所 数

との協力が必要不可欠で、より鉄道駅直近の店舗等や公共施
設など利用者が利用し易いポートを選定していくことが重要。 

■今回設置したポート以外に必要と思う場所 ■ポートの設置場所・数 
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⑤⑤利用料金に対する評価利用料金に対する評価

３．平成22年度コミュニティサイクル社会実験結果 

⑤⑤利用料金に対する評価利用料金に対する評価   

□利用料金……登録料300円（初回のみ）＋利用料200円/日 

●利用料金の評価としては「安かった」「普通」と回答した方が８割●利用料金の評価としては「安かった」「普通」と回答した方が８割
以上を占めているものの、実際に運営に関った方々からは、「実
験の後半時期になると、登録料が足枷となり、利用に影響したの

な た意 が寄 れたではないか」といった意見が寄せられた。 
●鉄道の利便性が高いという特徴や利用者の利便性等を考慮す

ると 鉄道運賃並みに設定することが重要で １回の料金が一律ると、鉄道運賃並みに設定することが重要で、１回の料金が 律
で、200円程度が１つの目安と考えられる。 

●但し、登録料は有無や料金設定について課題が残った。 

■利用料金 ■希望する料金設定 ■１日当り利用料金 

【本格的に実施する際の利用料】 
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⑥⑥運営時間帯（運営時間帯（1010 0000 1818 0000）に対する評価）に対する評価

３．平成22年度コミュニティサイクル社会実験結果 

⑥⑥運営時間帯（運営時間帯（1010：：0000～～1818：：0000）に対する評価）に対する評価   

●利用者の評価としては「短かった」と回答した方が54％を占め、
時間帯別貸出・返却状況をみると 16時以降に返却する利用時間帯別貸出・返却状況をみると、16時以降に返却する利用
が多かった。 

●運営時間帯は店舗等の営業時間帯を考慮した上で決定したも営時間帯 店舗等 営業時間帯を考慮 決定
のの、地域の協力・理解を得ながら、利用者の利便性を高める
ための工夫が必要。 
■利用時間帯 ■時間帯別貸出・返却台数 
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４．千代田区における今後の取組み 

●大丸有地 周辺地 環境交通推進協議会 は●大丸有地区・周辺地区環境交通推進協議会では、 
 ○平成21年度秋……外資系ホテル（大丸有地区を中心に恵比寿、

六本木）と連携した有人システム（無料）              六本木）と連携した有人システム（無料）
 ○平成21年度冬……千代田区内鉄道駅周辺に設置した有人シ 
              ステム（無料）テ （無料）
 ○平成22年度秋……地域（店舗、大学、神社など）（エリア：神田 
              駅・秋葉原駅・神保町周辺に限定）との連携 

した有人システム（有料）              した有人システム（有料） 

●これまでの多様なシステムの検証結果等を踏まえ、千代田区に
おけるコミュニティサイクルの本格実施に向けた取組みの検討をおけるコミュニティサイクルの本格実施に向けた取組みの検討を
予定している。 
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ご静聴ありがとうございました静聴あり う ざ まし
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